
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
テレビ受信機用高圧変圧器であって、２つのコア半部（２ ,３）からなるコア（１）を有
しており、前記コア半部（２ ,３）は、２つのコア脚部（２ａ ,３ａ）の端部がくさび形の
空隙を形成し接触領域の外側で接するように相互に傾斜されている形式のテレビ受信機用
高圧変圧器において、

別のコア脚部（２ａ）の外側縁部から接触領域が離れ
るように、１つのコア脚部（３ａ）の端部が外側で斜めに又は丸く面取りされていること
を特徴とする、テレビ受信機用高圧変圧器。
【請求項２】
前記コア脚部（３ａ）の端部は、斜角部（１１）を有している、請求項１記載のテレビ受
信機用変圧器。
【請求項３】
前記斜角部（１１）は、コア脚部（３ａ）の端部と１３０゜の大きさの角度を形成してい
る、請求項２記載のテレビ受信機用高圧変圧器。
【請求項４】
前記斜角部（１１）は、前記コア脚部（３ａ）の直径の約１０％を越えて延在している、
請求項２記載のテレビ受信機用高圧変圧器。
【請求項５】
前記コア脚部（３ａ）は、対向する縁部においても対称的に同じように斜めに又は丸く面
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コア破壊の危険を低減するために、



取りされている、請求項１記載のテレビ受信機用高圧変圧器。
【請求項６】
前記斜めの又は丸い面取りはコアの製造の際に行われる、請求項１記載のテレビ受信機用
高圧変圧器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
テレビ受信機用高圧変圧器であって、２つのコア半部からなるコアを有しており、前記コ
ア半部は、２つのコア脚部の端部がくさび形の空隙を形成し接触領域の外側で接するよう
に相互に傾斜されている形式のテレビ受信機用高圧変圧器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
２つのコア半部を相互に傾斜されることにより、突き合わされるコア脚部の端部間では楔
状の空隙が生じる。この空隙は変圧器の磁化特性曲線に有利な影響を与える。２つのコア
脚部はこの場合例えばコアの外側縁部で突き合わされる。その場合の当接面は点状か又は
線状なので非常に小さい。この僅かな当接面のために比較的高い当接圧力が生じる。２つ
のコア脚部相互間の幾何学的な位置における許容偏差と、コア脚部の寸法における許容誤
差によって、２つのコア脚部の外側縁部の正確な適合がなされるが、それと共に一方のコ
ア脚部の破壊の危険性も非常に高まる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、許容偏差の枠内で２つのコア脚部の正確な当接が行われると同時にコア
構成部の破壊の危険性も低減されるように、コアの改善を行うことである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
前記課題は本発明により、コア破壊の危険を低減するために、別のコア脚部の外側縁部か
ら接触領域が離れるように、１つのコア脚部の端部が外側で斜めに又は丸く面取りされる
構成によって解決される。
【０００５】
本発明の別の有利な実施例は従属請求項に記載される。
【０００６】
本発明によれば、１つのコア脚部の端部が外側で次のように斜めに又は丸く面取りされる
。すなわち接触領域が別のコア脚部の外側縁部から離れるように面取りされる。このコア
脚部の構成により実質的に２つの利点が得られる。
【０００７】
斜めの面取り又は丸い面取りによって、２つのコア脚部の２つの端部が突き合わされる当
接領域が、コア脚部の外側縁部からコア脚部の中心方向にずらされる。この領域の位置で
仮に許容偏差が生じたとしてもコア脚部の縁部が当接領域と一致する危険性はもはや生じ
ない。これにより、特に点状ないし線状の当接領域は、一方のコアに対する安全性を備え
、縁部から十分に離れたコア脚部の端部領域に常に位置する。すなわちコアに対する破壊
の危険性は取り除かれる。他のコア半部に対しては以下のことが当てはまる。
【０００８】
公知の解決手段では、一方のコア脚部の縁部が他方のコア脚部の端部に当接して９０゜の
角度をなす。これは比較的鋭角である。これに対して本発明による斜めの面取り又は丸い
面取りによれば、一方のコア脚部の端部におけるエッジが（これは別のコア脚部の端部と
突き合わされる）１３０～１５０゜に広がった角度をなすために鈍角となり、これによっ
てコア脚部の損傷の危険性が低減される。本発明は円形又は矩形状の断面を有するコア脚
部に適用可能である。
【０００９】
有利にはコア脚部の端部に斜角部が設けられる。そのような斜角部は余分なコストをかけ
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ることなく、コアのプレス加工の際に形成することができる。
【００１０】
有利にはこの斜角部は、コア脚部の端部と１３０゜の大きさの角度をなし、コア脚部の直
径の又は幅の約１０％を越えて延在する。
【００１１】
有利には前記コア脚部は、対向する縁部においても対称的に同じように斜めに又は丸く面
取りされる。これにより製造が容易になり、特にコアの焼結の際のストレスが回避される
。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図１には、Ｕ字状の２つのコア半部２，３を有するフェライトコア１が示されている。こ
れらのコア半部の平行なコア脚部２ａ，２ｂないし３ａ，３ｂはそれぞれ相互に組み合わ
されている。この場合コア脚部２ａ，２ｂの間に第１の接触個所が生じ、コア脚部２ｂと
３ｂの間に第２の接触個所が生じる。これらの２つのコア半部２，３は、相互に傾斜され
る。それにより上方の接触個所において楔状の空隙５が生じる。この空隙５は前述したよ
うに磁化特性曲線の改善と高電圧源の内部抵抗の低減に作用する。コア脚部２ａと３ａは
コイル体８を支持している。このコイル体８は、一次巻線９とチャンバ形巻線として構成
されている高圧巻線１０を備えている。
【００１３】
コア脚部２ｂと３ｂの間の第２の接触個所には比較的大きな楔状の空隙６が生じる。この
空隙６内には撚られた絶縁されていない銅線が挿入される。図中矢印Ｐで示されているよ
うに、２つのコア半部２，３はコイル体８の装着の後で一緒にプレスされる。その結果、
撚られた銅線７は変形する。このコア半部２，３のプレスの際には同時に一次巻線９のイ
ンダクタンスも測定される。このインダクタンスは、コア半部２，３のプレスの際に、空
隙６の幅の縮小とそれに伴う磁気抵抗の低減によって高められる。所望のインダクタンス
が得られた場合には、前記プレス過程が終了され、コアはこの位置でもって、ボンディン
グか又は周辺ブラケット又はコイル体８自体によって固定される。コア脚部２ａ，３ａの
端部が均等に丸みを付けられるならば接触個所では一点のみに相応の大きな圧力が加わり
フェライトコアの破壊の危険が生じる。
【００１４】
ここにおいてコア脚部３ａの端部には斜角状の面取り部１１が形成される。この斜角部１
１はコア脚部３ａの端部のその他の表面領域と約１３０゜の角度を形成する。この斜角部
１１によって、コア脚部２ａと３ａの上方縁部に生じる接触個所４は、コア脚部２ａと３
ａの中心方向へずれる。この場合この接触個所４は、コア脚部２ａと３ａの縁部から次の
ように離される。すなわちにコア脚部３ａ端部のエッジが破壊を引き起こすことなくコア
脚部２ａの端部表面に接触するように離される。
【００１５】
図２にはコア脚部２ａと３ａの構成が拡大図で示されている。この図からは斜角部１１と
、コア脚部３ａのその他の端部との間の角度αが９０゜よりも大きいことが見てとれる（
詳細には約１３０゜～１５０゜）。この角度の広がりは、コアの破壊又は個々のコア構成
部の破壊の危険を低減する。この斜角部１１は、製造技術的な理由からコア脚部３ａの別
の縁部にも対称的に設けられる。
【００１６】
図３には、コア脚部２ａ，３ａが相互に傾斜された公知の配置構成が示されている。この
構成では点状又は線状の危険な接触個所１１が、鋭角な２つの縁部の間に生じている。こ
の場合はフェライト部分の破壊の危険性が非常に高い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によって構成されたコアを有するテレビ受信機用高圧変圧器を示した図で
ある。
【図２】コア脚部の接している部分の拡大図である。
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【図３】公知のコア構造を示した図である。
【符号の説明】
１　　　コア
２，３　コア半部
２ａ，３ａ　コア脚部
２ｂ，３ｂ　コア脚部
４　　　接触部
５　　　空隙
６　　　空隙
７　　　銅線
８　　　コイル体
９　　　一次巻線
１０　　高圧巻線
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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